
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
０
３
１
５
０
６

６
面

尚

井
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井

春
い
ち
ば
ん
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

春
の
訪
れ
を
前
に

生
涯
学

習
の
花

が
一
足
早
く
咲
き
競

い
ま
し
た
。
二
月
二
十
六
日
、

弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た

春
い
ち
ば
ん

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
区
内
十
一
小
学
校
下
の
生

涯
学
習
ル
ー
ム
が
一
年
間
の
成

果
を
発
表
し
、
学
び
へ
の
意
欲

を
刺
激
し
合
い
ま
し
た
。
同
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
と

港
区
生
涯
学
習
推
進
員
連
絡
会

の
主
催
、
同
セ
ン
タ
ー
の
共
催▼

生
涯
学
習
の

花

が
咲
き
競

っ
た

春
い
ち
ば
ん
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
写
真
は

大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
で
大
喝
采

を
浴
び
る
八
幡
屋
小
生
涯
学
習

ル
ー
ム
の
健
康
リ
ズ
ム
体
操
）

で
十
四
回
目
。

舞
台
で
は
各
生
涯
学
習
ル
ー

ム
を
中
心
に
、
歌
や
民
踊
、
居

合
道
、
太
極
拳
、
気
功
、
詩
吟

な
ど
が
次
々
と
登
場
。
全
三
十

演
目
中
十
四
と
最
多
を
占
め
た

コ
ー
ラ
ス
で
は
、
練
習
の
積
み

重
ね
が
感
じ
ら
れ
る
美
し
い
ハ

ー
モ
ニ
ー
や
弾は

ず

む
よ
う
な
リ
ズ

ム
に
手
拍
子
が
起
こ
り
、
会
場

が
一
体
感
に
包
ま
れ
る
光
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
研
修

室
な
ど
で
は
書
道
、
水
彩
画
、

絵
手
紙
な
ど
の
作
品
展
示
や
日

本
語
交
流
な
ど
の
活
動
紹
介
が

来
場
者
の
関
心
を
集
め
、
操そ

う

整

体
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お

茶
席
や
障
害
者
施
設
バ
ザ
ー
も

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

★
人
生
が
楽
し
く
な
っ
た

超
元
気
な

大
阪
ラ
プ
ソ
デ

ィ

な
ど
が
喝か

っ

采さ
い

を
浴
び
た
八

幡
屋
小
生
涯
学
習
ル
ー
ム

健

康
リ
ズ
ム
体
操

の
伊い

山や
ま

悦
子

さ
ん

は
出
演
後
、

も
と

も
と
陽
気
な
性
格
で
し
た
が
五

年
前
に
始
め
て
か
ら
人
生
が
よ

り
楽
し
く
な
り
ま
し
た

。
坂

之
上
秀ひ

で

子こ

講
師
は

動
き
と
共

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
筋
ト
レ
な

ど
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
動
き

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

絵
と
は
違
う
味
わ

い
が
あ
る
ね

と
注
目
を
集
め

て
い
た
池
島
小
生
涯
学
習
ル
ー

ム

和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室

の

秋
田
美
保
子
講
師
は

教
材
に

沿
っ
て
や
る
の
で
初
心
者
で
も

入
り
や
す
く
、
表
現
に
濃
淡
を

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
面

白
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
金か

ね

元も
と

奈な

保お

美み

さ
ん
（
磯
路
）

か
ら
の
通
信
】

自
然
の
光
や
照
明
に
反
応
し

て
変
化
す
る
色
彩
美
に
高
い
人

気
の
あ
る
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
展

示
会
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ

グ
ル
ー
プ
生
徒
展

が
二
月
十

六

二
十
六
日
に
池
田
市
緑
の

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
創
案
者
で

あ
る
中
井
芳よ

し

夫お

・
ア
ツ
コ
夫
妻

が
主
宰
す
る

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

・
ナ
カ
イ
本
部

（
箕
面
市
）

の
主
催
で
二
十
三
回
目
。
磯
路

の

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

教
室

の
生
徒
四
人
の
八
点

を
は
じ
め
、
大
阪
・
兵
庫
・
奈

良
・
和
歌
山
・
東
京
な
ど
の
ナ

カ
イ
グ
ル
ー
プ
生
二
十
五
人
の

五
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

花
や
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

ユ
ー
モ
ア
あ
る
作
品
も
多
く
、

約
六
百
五
十
人
の
来
場
者
は
外

の
寒
さ
を
忘
れ
、
そ
の
幻
想
的

ナ
カ
イ
グ
ル
ー
プ

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
展

な
美
を
堪た

ん

能の
う

し
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ツ
は
手
描
き
友
禅

こ
の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
は
、
京

都
手
描が

き
友ゆ

う

禅ぜ
ん

の
彩
色
師
を
し

て
い
た
中
井
夫
妻
が
、
江
戸
時

代
か
ら
の
伝
統
技
法
に
着
目
、

一
枚
の
ガ
ラ
ス
に
描
く
技
法
と

画
材
を
一
九
八
六
年
に
開
発

し
、

箕
面
産
の
ガ
ラ
ス
ア
ー

ト

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

道
具
は
三
原
色
と
白
・
黒
・
銀

の
計
六
色
、
筆
の
代
わ
り
に
竹

串
一
本
、
パ
レ
ッ
ト
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
カ
ッ
プ
一
個
。

ガ
ラ

ス
の
上
で
色
あ
そ
び

と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
技
法
が
話
題
と
な

り
、
絵
の
苦
手
な
人
た
ち
に
も

人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

癒
さ
れ
た
と
来
場
者

来
場
者
か
ら
は

色
使
い
が

明
る
く
て
癒い

や

さ
れ
ま
し
た

ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
騙だ

ま

さ
れ
た
ま

ま
で
し
た
が
、
今
度
は
見
破
り

ま
す

元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。
親
・
兄
弟
に
も
見
せ
て
や

り
た
い

（
仙
台
出
身
者
）
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
五
月
十
七

二
十
七

日
に
同
セ
ン
タ
ー
（
池
田
市
五

月
丘
五

二

五
）で
。同
二
十

一
日
か
ら
は
港
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ

グ
ル
ー
プ

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

生
徒
展
を
予
定
。

六
五
七
六

一
三
四
四
金
元
。

幻
想
的
な
輝
き
が
今
年
も
好
評

だ
っ
た

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
・
ナ

カ
イ
グ
ル
ー
プ
生
徒
展

●
波
除
在
住
の
演
歌
歌
手
・
藤

か
ほ
り
さ
ん

三
月
十
四
日

（
水
）
京
都

歌
番
組
で

男
の
夢
十
二
代
収
録

六

五
八
二

一
二
四
一
藤
企
画
。

●
磯
路
在
住
の
歌
手
・
松
浦
ゆ

み
さ
ん

三
月
十
八
日
（
日
）

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

ル
ッ
ク
ま
つ
り

に
十
七
時

頃
出
演
予
定

三
月
二
十
五
日

（
日
）
花
博
鶴
見
緑
地
国
際
陳

列
館
ホ
ー
ル

う
た
会

に
十

六
時
頃
出
演
予
定

四
月
十
四

日
（
土
）
高
槻
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル

高
槻
オ
ニ
オ
ン
ク
ラ
ブ

会

に
十
六
時
頃
出
演
予
定
。

●
弁
天
在
住
の
歌
手
・
青
木
美

香
子
さ
ん

三
月
十
八
日（
日
）

ク
イ
ー
ン
メ
リ
ー
２
大
阪
港
入

港
イ
ベ
ン
ト
出
演

三
月
二
十

日
（
火
祝
）
通
天
閣
歌
謡
劇
場

で
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

カ
ラ
オ

ケ
コ
ン
テ
ス
ト

四
月
か
ら
ジ

ェ
イ
コ
ム
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組

ミ
カ
リ
ン
の
大
坂
歌
絵
巻

放
送
開
始

〇
八
〇

一
四

〇
三

八
四
九
九
オ
フ
ィ
ス

ラ
イ
ブ
係
。

松浦ゆみさん

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
筆ふ

で

字じ

屋

号
を
掲
げ
た
凸と

つ

型
玄
関
。
午
後

四
時
開
店
を
待
ち
か
ね
た
よ
う

に
雨
の
中
を
常
連
客
が
暖の

簾れ
ん

を

潜く
ぐ

り
ま
す
。
古
き
良
き
時
代
の

空
気
が
残
る
下
駄
箱
部
屋
。
使

い
込
ま
れ
た
木
の
引ひ

き

戸ど

か
ら
脱

衣
場
へ
入
る
と
、
番
台
の
背
後

に
は
の
っ
ぽ
の
柱
時
計
と
招
き

猫
の
額が

く

。
重
厚
な
折
り
上
げ
格ご

う

天
井
に
は
現
役
を
退
い
た
巨
大

な
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
。
が
っ
し
り

と
壁
に
嵌は

め
込
ま
れ
た
神か

み

棚だ
な

が

男
女
脱
衣
場
を
見
下
ろ
し
て
い

ま
す
。
歴
史
の
重
み
が
感
じ
ら

れ
る
威
風
堂
々
の
空
間
で
す
。

広
い
浴
場
で
は
黒
御み

影か
げ

石い
し

製

の
主
浴
槽
を
中
心
に
、
気
泡
風

呂
、
電
気
風
呂
な
ど
他
の
湯
船

も
石
造
り
。
石
畳
の
床ゆ

か

や
カ
ラ

フ
ル
な
小
石
状
タ
イ
ル
も
目
を

惹ひ

き
ま
す
。
奥
に
は
平
成
三
年

増
設
の
薬
風
呂
、
水
風
呂
、
そ

れ
に
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
も

。

関
西
の
レ
ト
ロ
銭
湯
（
平

成
二
十
一
年
刊
）で
紹
介
さ
れ
、

平
成
十
七
年
に
は
映
画

難な
に

波わ

金
融
伝
ミ
ナ
ミ
の
帝
王

の
ロ

ケ
に
も
使
わ
れ
た
典
型
的
な

昭
和
レ
ト
ロ
銭
湯

そ
れ

が
弁
天
町
オ
ー
ク
か
ら
北
へ
歩

五
分
の

寿こ
と

温ぶ
き

泉

で
す
。

◆
生
粋
の
銭
湯
っ
子

主
人
の
今
井
久ひ

さ

治は
る

さ
ん

に
よ
る
と
、
そ
の
歴
史
は
昭
和

三
十
五
年
、
先
代
の
父
・
久ひ

さ

友と
も

さ
ん

が
郷
里
・
石
川
県
羽は

く

咋い

市
か
ら
上
阪
し
た
こ
と
にさ

か

遡の
ぼ

り
ま
す
。
代
々
神
主
の
家
系
だ

っ
た
今
井
家
で
す
が
、
久
友
さ

ん
を
含
む
男
兄
弟
三
人
が
大
阪

で
銭
湯
を
開
業
。
母
・
智
恵
子

さ
ん

の
親
戚
も
港
区
で
銭

湯
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

で
、
要
す
る
に
父
方
・
母
方
と

も
が
銭
湯
にた

携ず
さ

わ
っ
て
き
た
の

で
し
た
。

そ
う
し
て
昭
和
六
十
一
年
、

い
わ
ば
生き

っ

粋す
い

の
銭
湯
っ
子
と
し

て
二
代
目
を
継
い
だ
久
治
さ

格天井 柱時計 プロペラ

本で紹介、映画ロケ地にも
ん
。
時
代
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
先
代
が
丹た

ん

精せ
い

込
め
た
建
物

を
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
に
守
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
も
遠

く
な
っ
た
今
、
燻い

ぶ

し
銀
の
光
沢

を
放
っ
て
い
る
の
で
す
。

◆
休
み
少
な
く
拘
束
長
い

そ
の
久
治
さ
ん
の
一
日
は
、

午
後
一
時
半
、
罐か

ま

に
火
を
入
れ

る
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
浴
室

を
清
掃
し
、
開
店
後
は
番
台
に

も
座
り
な
が
ら
、
十
一
時
半
の

閉
店
ま
で
機
械
全
般
に
目
を
光

ら
せ
て
最
良
の
湯
加
減
を
保
ち

ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
が
智

恵
子
さ
ん
と
妻
・
純じ

ゅ

子ん
こ

さ
ん

。交
替
で
番
台
に
座
り
、脱

衣
場
の
清
掃
も
担
当
し
ま
す
。

休
み
が
少
な
く
拘
束
の
長
い

重
労
働
。
そ
れ
で
も

皆
さ
ん

に
気
持
ち
良
く
入
っ
て
ほ
し

い

と
の
熱
意
と
肉
親
な
ら
で

は
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
そ
し
て

何
よ
り
え
え
湯
や
っ
た
の
声

を
力
に
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

◆
無
く
な
っ
た
ら
困
る
！

そ
ん
な
苦
労
多
き
日
々
を
支

え
て
く
れ
る
の
が
根
強
い
銭
湯

フ
ァ
ン
。
そ
の
一
人
、
田
中
英ひ

で

昭あ
き

さ
ん

は
磯
路
か
ら
毎
日

の
自
転
車
通
い
。
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
時
代
か
ら
の
長
い
付
き
合

い
や
。
銭
湯
は
ゆ
っ
た
り
で
き

る
。無
く
な
っ
た
ら
困
る
。そ

う
言
っ
て
湯
上
が
り
に
飲
料
ケ

ー
ス
か
ら
牛
乳
を
取
り
出
し
、

脱
衣
場
の
隅
に
腰
か
け
て
飲
み

始
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ガ
ラ

ス
戸
越
し
に
望
め
る
小
さ
な
前せ

ん

栽ざ
い

。
山さ

ざ

茶ん

花か

が
夕
刻
の
雨
に
ひ

っ
そ
り
と
光
っ
て
い
ま
し
た
。

寿
温
泉
メ
モ

弁
天
四

一

〇

一
二
、

六
五
七
二

一

八
九
三
。
十
六
時

二
十
三
時

半
営
業
。月
曜
定
休
。毎
月
一
・

十
五
日
は
七
十
歳
以
上
二
百
四

十
円
、
第
三
土
曜
は
大
人
同
伴

の
十
一
歳
以
下
三
人
迄
無
料
。

御
影
石
の
主
浴
槽
に
石
畳
の
床

が
ゆ
っ
た
り
気
分
を
増
幅
す
る

の
っ
ぽ
の
柱
時
計
に
招
き
猫
の

額

何
も
か
も
が
懐
か
し
い

重厚な格天井と巨大な木製プロペ
ラが見下ろす脱衣場。歴史の重み
が感じられる威風堂々の空間だ

●…… ３ ……●
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